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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。この遺伝子はCN加水分解酵素ファミリーに属するタンパク質をコードしている。β-ウレイドプロピオナーゼは、ピリミジン分解経路の最終段階を触媒する。ピリミジン塩基であるウラシルとチミンは、ジヒドロピリミジン脱水素酵素（DHPDH）、ジヒドロピリミジナーゼ（DHP）、β-ウレイドプロピオナーゼ（UP）の連続的な作用により、それぞれβ-アラニンとβ-アミノイソ酪酸へと分解される。UP欠損はN-カルバミル-β-アミノ酸尿症と関連し、神経活動の異常につながる可能性がある。[RefSeq提供、2008年7月]
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	HeLa細胞全細胞ライセートのウェスタンブロット解析では、4～20% SDS-PAGEで分離し、膜を抗UPB1ウサギモノクローナル抗体でブロッティングした。抗体の検出には、HRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

